
参加者からの主な意見 

 

日時 令和４年 10月 18日（火）19:00～ 

場所 串良ふれあいセンター 

 

テーマ 子育て支援について 

〇出産祝い金の範囲内で出産が出来るような対策を考えていただきたい。 

〇家族と過ごす時間の大切さという観点から、育休取得率向上に向けた環境整備をするべ

きではないか。 

〇教員の資質向上のためにも、教員が障がいについて専門家から学ぶような機会を設ける

ことが大切と考える。 

〇発達障がい・特別支援療育は、早期発見がとても大事だが、短時間の健診では発見でき

ないのが現状である。健診の前に保育所等に事前アンケートなどしていただき、気にな

る子どもについて聞き取りなどしてもらえたら良いと思う。 

〇子育ての先輩であるお母さんから話をきいたりできるような、家庭同士の縦の繋がりが

できれば良いと思う。 

〇ひとり親の家庭がすごく増えてきていて、ＰＴＡ活動に参加できない家庭も増えてきて

いるので、ひとり親家庭の支援について考えていただければと思う。 

〇発達障がいがあると、企業はなかなか採用してくれない。発達障がいがあっても将来働

く場があればと思う。 

 

テーマ いじめ問題について 

〇フリースクール等の学べる場（受け皿）がある事を周知徹底してほしい。 

〇学校に行きたくても行けない状況にある子どももいる。みんなで見守っていく必要があ

る。追い込まない事が大切である。 

〇自分の子どもがいつか不登校なったりいじめる側いじめられる側になったりした時、親

に知識がないと対応が分からない。フリースクール等、逃げ道がある事をもっと行政か

ら発信してほしい。そうすれば親も安心するし気が楽になる。 

〇スクールカウンセラーがころころ変わるので改善してほしい。 
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